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特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ 
 

 
当社は、本日開催の取締役会にて、2025 年 8 月期第 4 四半期連結会計期間（2024 年 6 月 1 日～2025

年 8 月 31 日）において、特別損失（減損損失）を計上することを決議いたしましたのでお知らせしま
す。 

 
１. 特別損失（減損損失）の内容 
 

2025 年６月９日に開示いたしました「当社子会社と株式会社 TLC との業務提携に関するお知らせ」
に記載したとおり、当社完全子会社である株式会社 ARF（代表取締役 吉田拓馬）及び株式会社 AEL
（代表取締役 吉田拓馬）は、株式会社 TLC（本社：東京都渋谷区、代表取締役 松本倫）から一部の
エステ事業およびリフレ事業に関し業務提携契約に基づき提携業務の対価の支払および事業資産を譲り
受けました。 

 
当社子会社では将来の事業拡大に向けた投資として当該事業を譲り受けましたが、その後競合他社に

て問題となっているように「前受ビジネスモデル」では前受金を受領してもその後の営業経費がキャッ
シュフローを圧迫し経営悪化懸念があること、また顧客与信の問題等の事案が発生していることを重く
受け止め、比較的経営上のリスクの小さい「サブスクリプション（定額制）モデル」への転換を進める
ことを決定いたしました。 

 
当社連結決算手続きにおける減損の検証において、サブスクリプション（定額制）モデルへの転換に

よる業績への影響を含めた対象事業の見通しを慎重に精査し将来計画を再策定した結果、想定されてい
た収益の実現が当初より遅れると判断いたしました。その結果として、当該事業に関する長期前払費用
と事業資産を一体と捉え減損損失を計上することとなりました。 

 
特別損失に計上される減損損失は 3,547 百万円となる見込みです。 

 
 
２. 業績への影響について 

上記特別損失につきましては、2025 年 10 月 15 日開示予定の「2025 年 8 月期決算短信〔日本基
準〕（連結）」に反映いたします。 
 
 

以上 

 


